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授業概要  

上場企業や会社法上の大会社等においてはその社会的重要性に鑑み、公表される財務諸表の適正性を確保す

るため、会社法や金融商品取引法によって、公認会計士や監査法人による監査が義務付けられている。 

 本講義においては、金融商品取引法制度、会社法監査制度、公認会計士法等の公認会計士監査についての制

度的な背景や、監査の基本的概念について学習し、資本主義社会において公認会計士監査がどのような役割を

果たしているか及びその限界について考察する。 

 講義はパワーポイントによるレジュメを中心に進め、必要に応じ実務的なトピックにも触れる予定でいる。 

授業計画  

 
第 1 回 ガイダンス 

第 2 回 監査の目的と監査基準・二重責任の原則 

第 3 回 米国における監査基準の設定と我が国の一般に公正妥当と認められる監査基準の体系 

第 4 回 監査基準における監査の目的と財務諸表の虚偽表示 

第 5 回 不正誤謬の摘発と監査人の責任 

第 6 回 会計監査の効用と必要性・会計監査の機能的限界 

第 7 回 公認会計士への道のり～公認会計士試験制度と合格後の状況～ 

第 8 回 精神的独立性と外観的独立性の意義～ケーススタディ～ 

第 9 回 監査基準～一般基準の概要～ 

第 10 回 金融商品取引法制度～発行市場と流通市場における開示制度と開示書類～ 

第 11 回 公認会計士法１～総則・公認会計士の業務と業務制限・職業倫理～ 

第 12 回 公認会計士法２～大会社等に係る業務制限の特例～ 

第 13 回 公認会計士法３～監査法人制度～ 

第 14 回 会社法監査制度１～会社法の機関設計と会計監査人制度～ 

第 15 回 会社法監査制度２～会計監査人の責任（責任限定契約と一部責任免除）・まとめ 

第 16 回 定期試験 
 

到達目標  

公認会計士の短答式試験の基礎レベルの問題について解答ができるようになり、公認会計士監査制度の意義

及び制度的背景について理解できるようになる。  

 

 

履修上の注意  

監査論は応用会計学であり、科目の性格上ある程度簿記や会計学の知識がないと理解できない箇所もあると

思われるので、受講に際しては適宜簿記や会計学のテキストを復習してください。またシラバスはあくまで予

定であり、受講生の理解度や反応に応じ。適宜変更することがありますので、ご了承ください。 

予習復習  

講義で日商簿記 3 級レベルの内容にも触れるため、受講生は各自簿記 3 級のテキストや会計学のテキストの

復習が必要不可欠となります。 

 

評価方法  

定期試験の成績によって評価します。 

 

 

テキスト  

毎回レジュメを配布します。参考書としては、山本貴啓「サクセスサポート監査論 公認会計士短答式試験

対策」第１回～第５回（税経セミナー2012 年 10 月号・12 月号・2013 年 2 月号・4 月号・6 月号：税務

経理協会）を挙げておきます 

 


